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１．はじめに

児童・生徒の空間を把握する解析力・思考力の

育成を図る教材の開発と指導方法の研究を目的

として，①正多面体を制作しその性質を調べる学

習を中学 1年生の空間図形で行った．〔1〕その実践

の反省点として，正多面体の『双対性』の位置付

けが不明確であったことがある．そこで，正多面

体の『対称性』に着目して，『双対な立体』同士

の対称性が同じであることを見つける授業を行

い，『双対性』を『対称性』との関係で学習内容

に位置付けることを試みた．同時に，正多面体を

『対称性』に着目して分類する見方を養うことも

ねらいとした．

②空間思考を伴う身近な題材で，数学が活用され

ている地図の図法の教材化を試みた．平面上の図

形を球面上に正射影〔2〕する方法を，三平方の定

理を用いて，計量的に考える授業を中学3年生で

行った．問題提示の方法と生徒の活動方法につい

ての，今後の課題と成果について報告を行う．

２．授業実践

（１）正多面体の対称性と双対性

ア 授業のねらい

○ 平面図形と比較しながら立体図形の対称性を

考え，立方体と正８面体の対称面を調べる．

○ ２つの立体の対称面の数が同じであることか

ら，双対性と対称性との関係を考える．

イ 結果と考察

立方体と正８面体

の対称面を模型と輪

ゴムを使って調べさ

せた．どちらも対称面

の数は９つで等しい

ことを見つけ，その理

由を考えた．以前学ん

だ２つの正多面体の関係を思い出して，（図１）

のように立方体の対称面が正８面体の対称面と

同じになることを考えることができた．さらに，

生徒は次のように理由をまとめることができた．
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（図１）
理由として，立方体の面の数と正 8 面体の点の数が等

しいことがあげられる．正 8 面体の 1 辺の半分のとこ

ろに点をうち，点を結ぶと立方体になる．すると，立

方体の線の引き方と，正 8 面体の線の引き方は全く同
２）正射影の教材化の試み

授業のねらい

平面から球面への正射影を考え，三平方の定

理を使って，空間における点と点の対応関係を

解析的に考える力を養う．

実践

生徒4～5人でノートパソコンを使い，3D-GRAPES

用いてグラフをかくことも行った．詳細は[3]．

．実践結果と課題

正多面体の対称性と双対性の実践では，結論と

て，生徒は対称性が同じ立体は互いに双対な関

にあることを見つけ，対称性の分類も見通しを

てることが可能であったといえる．

正射影の教材化の試みでは，「課題提示方法と３

元のグラフを手でかくために透明半球を用い

」という具体的な手立てを生徒の意見から得る

とができた．これらを取り入れて今年度さらに

践を行ってみたい．
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